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はじめに

近年、生活リズムの乱れをはじめとする子どもたちの健康福祉上の多くの問題が、前橋

ら1-3) によって確認されている。なかでも、遅寝遅起きや短時間睡眠などの睡眠の問題、

朝食の欠食や朝の排便のなさ等の摂食の問題、外あそび時間の短縮化やテレビ・ビデオ視

聴の増加などが誘因となる運動不足の問題が明らかにされている O この傾向は、日本のほ

ぼ中央に位置し、山に固まれている山間地域でも同じだろうか。そこで、山間地域として、

長野県に注目し、その地域に居住する幼児をとりあげて調査することとした。

よって、本研究では、長野県内の幼稚園幼児を対象に、幼児の生活習慣の調査を行い、

その実態を把握し、長野県の幼児が抱えている・抱えさせられている健康福祉上の問題点

を確認したいと考えた O そして、問題があれば、その改善策を検討し、提示することとし

た。

方法

2014 年 5~6 月に、長野県の幼稚園 3 園に通う 3 歳 ~6 歳までの幼児 685 人(男児 348

人、女児 337人)の保護者に対して、幼児の生活習慣調査を実施した O

主な調査内容は、就寝時刻、睡眠時間、起床時刻、食事時の状況、排便状況、あそび状

況、テレビ・ビデオ視聴、習い事、夜10時以降の活動などであった。

なお、統計処理においては、生活時間相互の関連性をみるために、 SPSSver. 22. 0を用い

て、ピアソンの相関係数(r )を算出した。

結果

長野県における幼稚園幼児の生活活動の平均時間や人数を、表 1(男児)と表 2(女児)

に整理した。
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1目就寝時刻

平均就寝時刻は、 20時50分(女児4歳)~21時 4 分(女児 6 歳)であり、 22時以降に就寝する幼児は、

5.6% (女児4歳) ~15. 0% (女児6歳)で、あった。

2 睡眠時間

平均睡眠時間は、 9時間52分(男児3歳) ~10時間 2 分(女児 6 歳)であり、 10時間未満の短時間睡

眠児は31.4% (女児 3歳) ~46. 0% (男児 3歳)いた。

3. 起床時刻

平均起床時刻は、 6時48分(女児 3歳) ~ 7時6分(女児 6歳)で、あった。朝 7時30分以降に起

床する幼児は、 11.1 % (男児6歳) ~35. 0% (女児6歳)いた。

4闘食事時の状況

朝食前の活動(複数回答)をみると、性別と年齢を問わず、テレビ・ビデオ視聴が最も多かった。

平均朝食開始時刻は、 7時15分(男児 5歳)~ 7時31分(女児6歳)であり、 81.6% (男児4歳) ~94. 

4% (男児5歳 6歳)の幼児が、毎日、朝食を摂取していた。朝食時のテレビ視聴をみると、川、

つもテレビを見ている」と「テレビを見ている方が多しり幼児は、 28.6% (女児 3歳) ~5 

0.4% (女児 5歳)であった。

平均夕食開始時刻は18時22分(男児3歳、女児 3歳) ~18時51分(男児 6 歳)であった。夕食を19

時以降に食べる幼児は、 28.9% (男児 3歳) ~53. 0% (男児 6歳)いた。

保護者が子どもの食事で気にかかる行動(複数回答)をみると、性別と年齢を間わず、 「遊びながら

食べるので時聞がかかる」と「テレビを見ながら食べる」が多かった。

5. 排便状況

平均排便時刻は、 10時35分(女児 6歳)~13時59分(男児 6 歳)であり、朝の排便状況をみると、 「毎

朝する」幼児は、皆無(男児 6歳) ~17.5% (男児5歳)で、あった。

6‘あそび状況

平均あそび時聞は、 2時間41分(女児6歳) ~ 3時間34分(男児3歳)であり、そのうち、 平均外

あそび時聞は34分(女児 3歳) ~41分(女児 6 歳)であった。帰宅後のあそび(複数回答)は、年齢を

問わず、男児ではテレビ・ビデオが最も多く、女児ではお絵かき、テレビ・ビ、デ、オが多かった(表 3)0 

遊ぶ場所については、 「どちらかといえば、家の中で、遊ぶJと「ほとんど家の中で遊ぶ」幼児は、約 5

~6 割し、た。

テレビ・ビデオの平均視聴時聞をみると、 1時間36分(女児 3歳) ~2 時間 1 分(男児 5 歳，女児 6

歳)の範囲であり、視聴時間が 2 時間を超えている幼児は 2~3 割程度いた。

表3一長野県の幼稚園幼児型豊里佳のあそび (%) 

対 象 イ立 2 イ立
3歳 乗り物のおもちゃ (56.0) Tレビ・ビデオ (55.0) 

男児
4歳 ァレビ・ビデオ (53.8) ヒーローごっ」 (42.3) 

5歳 ナレビ・ビデオ (61.9 ) ブ、ロックあそび (34開9)

6歳 ァレビ・ビプ、オ (66.7) フ、ロックあそび (55.6) 

3歳 7 レビ岡ピプ、オ (56.3 ) お絵かき (56.3) 

4歳 お絵かき (57.5) 7 レビ・ビデオ (50.4) 

女児 5歳 お絵かき (69.7) ナレビ・ビデオ (53.8) 

6歳 お絵かき ( 65.0) 
自転車 (45.0) 

テレビ・ビデオ (45.0) 

(複数回答)
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7 習い事

習い事の内容(複数回答)をみると、年齢を問わず、男児ではスイミング、英語、体操が多く、

女児ではピアノ・エレクトーン、英語、体操が多かった。

8 夜10時以降の活動

夜10時以降の活動をみると、男児では「おもちゃとのあそび」と「テレピ視聴Iが多く、女児では「本

読み」、 「テレビ視聴」、 「保護者とのあそび」がみられた。また、 「何にもせずに起きている」とい

う回答も寄せられた。

9 生活時間相互の関連性

長野県の幼稚園幼児685人の生活時間相互の関連性を検討した結果、 1 %水準で有意な関

連性がみられ、かっ、 2変量の聞に中程度以上 4)の相関関係がある、 r孟 10.31のものを

抜粋した。

その結果、就寝時刻と睡眠時間 (r=一0.581)、就寝時刻と起床時刻 (r=0.528)、就寝時刻

と朝食開始時刻 (r=0.472)、就寝時刻と夕食開始時刻 (r=0.462)、睡眠時聞と起床時刻

(rニO.384)、睡眠時間と朝食開始時刻 (r=0.318)、起床時刻と朝食開始時刻 (r=0.869)、

起床時刻と登園時刻 (rニ0.443)、朝食開始時刻と登園時刻 (r=0.536) の聞に有意な関連性

がみられた(図 11-1 )。
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考察

十分な睡眠時間を確保するためには、戸外あそびを奨励し、子どもの日中の運動量を増

やして、心地よく疲れさせることが求められるが、長野県の幼稚園幼児の特徴は、テレビ・

ビデオ視聴時聞が長く、 1日に 2時間を越える幼児が 3割程度おり、運動量が少ないこと

が懸念された。ちなみに、テレビ・ビデオの平均視聴時間は、 1時間36分(女児 3歳) ~ 2 

時間 1分(男児 5歳，女児 6歳)であった。

また、朝食前の活動、朝食時のテレビ視聴、帰宅後のあそび、保護者が子どもの食事で

気にかかる行動、夜10時以降の活動においても、テレビ視聴が上位にあったことから、生

活の中で頻繁にテレビがついていることが推察された O

先行研究より、保護者が子どものテレビ・ビデオ視聴の時間や時間帯を統制しているほ

ど、その時間は減り、就寝時刻が早く、睡眠時聞が長くなること 5)が報告されているので、

まずは、家庭におけるテレビ・ビデオ視聴時聞を減らし、外あそび時間や友だち・家族と

関わっての活動時聞を増やすことが求められよう。

特徴の 2つ目は、帰宅後の外あそび時間であるが、平均外あそび時聞が 1時間に満たな
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かった。そして、あそびの内容をみると、お絵かきやテレビ・ビデオ等という室内で静的

に行われるあそびが多かった。そして、主なあそび場所についても、 「家の中」で遊んで

いる幼児の割合が、約 6~ 7割し、た O 本研究で調査を行った幼稚園では、力を入れている

活動に「運動あそび」があった 6~ 8) 。この取り組みは、子どもたちの健康生活を実現す

る上では、必要不可欠ともいえる活動であろう O 園庭で四季を感じてダイナミックに遊

んで、基礎体力を育み、自然を愛する心やルールを守る優しい心を育て、また、集団

活動を通して友だちとの関わりを深めて、豊かな人間関係を築いている。

習い事の調査結果では、体操や幼稚園で行っている体育教室に通っている幼児の多いこ

とも確認できた。このような運動的な環境が揃っているので、帰宅後の外あそび時聞が短

くても、園でのあそびが心地よい疲労感をもたらし、就寝時刻が早まっていたのではない

かと推察した。

今後の課題として、本研究では、帰宅後の外あそび時聞が短く、テレビ・ビデオ視聴時

聞が長かったことから、外あそび時間の長短やテレビ・ビデオ視聴時間の長短による生活

リズムの比較分析を行うことにより、より適確な知見が得られるものと期待した O また、

保育の実践としては、圏内生活時に学んだ運動を帰宅後の余暇時間に行ってもらえるよう

になるためには、どのような保育や指導が必要かを十分に検討していきたい。

ま と め

2014年 5~6 月に、長野県の 3~6 歳の幼稚園幼児 685 (男児348人、女児337人)の生活

習慣調査を実施した。その結果、

( 1 )テレビ・ビデオの平均視聴時間は、 1時間36分(女児 3歳) ~ 2時間 1分(男児 5歳，女

児6歳)の範囲にあった O

( 2) 81. 6% (男児4歳) ~94. 4% (男児 5歳， 6歳)の幼児が、毎日、朝食を摂取していたが、

毎朝排便をしている幼児は、皆無(男児 6歳) ~17.5% (男児 5歳)と極めて少なかっ

た。

( 3 )朝食前の活動、朝食時のテレビ視聴、帰宅後のあそび、保護者が子どもの食事で気

にかかる行動、夜10時以降の活動において、テレビ視聴が最も多いことを確認した O

長野県の幼稚園幼児は、いっぱいからだを動かせる圏内環境の中で過ごしていたが、家

庭に帰ると、テレビ・ビデオ視聴が長く、生活リズムにネガティブな影響を与えているこ

とから、家庭においてテレビ・ビデオ視聴時間を減らし、動的な運動や家族と関わるコミ

ュニケーションを高める活動を増やす工夫が必要であろう。
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